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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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校
法
人

東
京
聖
徳
学

園
理
事
長
で

あ
り
ま
し
た

川
並
弘
昭
先

生
は
、
闘
病

生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
し

た
が
、
五
月

三
十
日
帰
ら

ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
故
川
並

弘
昭
先
生
の
死
去
に
と
も
な

い
、
こ
の
度
、
理
事
会
の
承
認

に
よ
り
、
私
が
学
校
法
人
東
京

聖
徳
学
園
理
事
長
・
学
園
長
、

聖
徳
大
学
学
長
、
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
学
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
大
い
な
る
指
針
を
失
っ

た
悲
し
み
と
と
も
に
、
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。本

学
園
は
、
昭
和
八
年
の
創

立
以
来
、
創
立
者
が
掲
げ
た
建

学
の
精
神
「
和
」
に
も
と
づ
き
、

「
人
間
教
育
」「
心
の
教
育
」
の

達
成
に
日
々
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
意
思
を
受
け

継
ぎ
、
建
学
の
精
神
を
社
会
に

広
め
て
い
く
こ
と
が
理
事
長

の
重
大
な
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
社
会

で
は
、
生
活
環
境
が
豊
か
に
な

り
、
自
由
奔
放
な
面
が
浸
透
し

て
、
戦
前
の
よ
う
な
良
き
家
庭

教
育
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
補
佐
す
る
一
つ
と

し
て
、
学
校
教
育
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

本
学
園
に
お
い
て
は
、
こ
の

学
校
教
育
の
特
質
を
「
和
」
の

達
成
に
お
き
、
幼
稚
園
の
幼
児

教
育
か
ら
大
学
院
ま
で
の
高

等
教
育
で
一
貫
し
た
方
針
、
す

な
わ
ち
「
聖
徳
教
育
」
で
目
標

を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
新
理
事
長
と
し
て
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
て
全
身

全
霊
を
打
ち
込
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

理
事
長
・
学
園
長

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

学
長

川
並
弘
昭
先
生
が
逝
去

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

理
事
長
・
学
園
長
、
聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

学
長

の
川
並
弘
昭
先
生
は
、
五
月
三

十
日（
月
）に
七
十
八
歳
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

故
川
並
弘
昭
先
生
は
、
昭
和

八
年
四
月
十
日
、
学
園
創
立
者

の
父
川
並
香
順
・
母
孝
子
先
生

の
長
男
と
し
て
出
生
し
、
昭
和

三
十
二
年
、
早
稲
田
大
学
第
一

文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。
同
年
四
月
に
聖
徳
学
園

高
等
保
育
学
校
専
任
講
師
な
ら

び
に
同
校
主
事
に
就
任
、
昭
和

四
十
一
年
に
香
順
先
生
が
急
逝

し
、
学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

理
事
長
に
就
任
、
さ
ら
に
、
昭

和
四
十
八
年
に
聖
徳
学
園
短
期

大
学
学
長
で
あ
っ
た
孝
子
先
生

が
他
界
し
、
同
学
長
に
も
併
せ

て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
五
十
九
年
に
学
校
法
人
東

京
聖
徳
学
園
学
園
長
、
平
成
二

年
に
は
聖
徳
大
学
学
長
に
就
任

さ
れ
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま

で
の
一
貫
教
育
を
擁
す
る
総
合

学
園
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
外
に
お
い
て
も
日

本
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
私
学
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
五
年
に
は
「
勲

三
等
旭
日
中
綬
章
」
を
受
章
し

て
お
り
、
こ
の
た
び
五
月
三
十

日
に
「
正
五
位
」
を
授
位
さ
れ

ま
し
た
。

幼
児
教
育
・
女
性
教
育
に
生
涯
を
捧
げ
る

学
園
葬
に
約
三
千
人
が
参
列六

月
二
十
六
日

（
日
）午
後
一
時
よ

り
、
学
園
葬
が
聖

徳
大
学
体
育
館
に

お
い
て
し
め
や
か

に
営
ま
れ
ま
し
た
。

葬
儀
は
、
仏
教
式
・

真
宗
大
谷
派
善
了

寺
ご
住
職
の
青
木

顯
正
導
師
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
育
関
係
者

や
政
財
界
関
係
者
、

卒
業
生
ら
約
三
千

人
が
参
列
し
、
私

学
の
発
展
・
学
園
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
故
人
を
偲

び
ま
し
た
。
開
式
に
先
立
ち
、

川
並
弘
昭
先
生
作
詞
の
『
青
春

の
風
は
胸
に
鳴
る
』
が
献
奏
さ

れ
ま
し
た
。
高
円
宮
憲
仁
親
王

妃
久
子
殿
下
よ
り
賜
っ
た
ご
供

花
が
供
え
ら
れ
た
祭
壇
を
前
に

導
師
ら
が
入
堂
さ
れ
、
開
式
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
鈴
木
寛
文
部
科
学

副
大
臣
、
大
沼
淳
日
本
私
立
大

学
協
会
会
長
、
佐
藤
弘
毅
日
本

私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
、
関

口
修
財
団
法
人
短
期
大
学
基

準
協
会
理
事
長
よ
り
ご
鄭
重

な
追
悼
の
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
葬
儀
委
員
長
の
河
村

守
康
理
事
、
川
並
弘
純
新
理
事

長
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
指
名

焼
香
、
親
族
焼
香
、
一
般
焼
香

が
行
わ
れ
、
学
園
葬
が
終
了
し

ま
し
た
。

多
数
の
皆
さ
ま
に
ご
会
葬

賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
ご
厚
情
を
深
謝
し

て
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
休
み
は
山
中
湖
ガ
ー
デ
ン
！

静
か
な
山
中
湖
畔
の
森
に
ひ
っ

そ
り
と
佇
む
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン
に
囲
ま
れ
た
ヒ
ー
リ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
「
山
中
湖
ガ
ー

デ
ン
」。

こ
の
夏
、
山
中
湖
荘
が
再
開

し
ま
す
。
学
生
か
ら
園
児
、
そ

の
保
護
者
の
方
々
、
同
窓
会
会

員
、
教
職
員
関
係
者
は
学
園
料

金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご
友

人
等
の
ご
紹
介
も
学
園
料
金
が

適
用
と
な
り
ま
す
。

標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
山
中
湖
は
、

八
月
で
も
平
均
気
温
二
十
二
・

六
度
と
快
適
。

周
辺
観
光
も
盛
り
だ
く
さ

ん
、
水
陸
両
用
車
の
カ
バ
号
も

待
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と

遊
ん
だ
後
は
、
富
士
山
麓
の
バ

ナ
ジ
ウ
ム
水
鉱
泉
の
大
浴
場
で

ゆ
っ
く
り
と
。
お
料
理
は
、
富

士
山
麓
高
原
野
菜
と
地
場
の

肉
・
魚
の
高
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ

ゾ
ー
ト
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

聖徳学園
山中湖荘 山中湖ガーデン

お問い合わせ 0555-62-3111
http://www.yamanakako-garden.com
山梨県南都留郡山中湖村平野506
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大学教員によるリレーエッセイ
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人間栄養学部教授

「放射能汚染の
中で生きる」

第4回

節電中は
山中湖へ
....zzZZZ

小学生・幼児半額！
乳児無料！！

理
事
長
の
就
任
に
あ
た
り

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
理
事
長
・
学
園
長

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
学
長

川
並
弘
純
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ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
回
お
渡
し

し
た
義
援
金
が
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
支
援
・
再
建
に
少

し
で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

五
月
二
十
五
日（
水
）、
聖
徳

大
学
学
友
会
が
東
日
本
大
震
災

義
援
金
百
四
万
四
千
三
百
三
十

四
円
を
本
郷
谷
健
次
松
戸
市
長

に
届
け
、「
被
災
者
に
何
か
し
た

い
」
と
い
う
学
生
の
思
い
を
形

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

代
表
し
て
学
友
会
会
長
の
勝

見
愛
湖
さ
ん（
児
童
学
科
四
年
）、

副
会
長
の
中
林
未
来
さ
ん（
日

本
文
化
学
科
四
年
）、
時
計
穂
波

さ
ん（
児
童
学
科
三
年
）が
、
市

長
に
義
援
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

義
援
金
の
内
訳
は
以
下
の
通

り
で
す
。

短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科

は
、
学
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
方
々
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
希
望
の
芽
を
育
む
―

東
日
本
の
再
出
発
に
向
け
て
」

を
発
信
し
ま
し
た
。

今
回
、
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
た
の
は
、
大
震
災

に
よ
っ
て
本
学
科
の
学
生（
今
年

三
月
卒
業
生
を
含
む
）が
数
名
被

災
者
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
学
生
・

卒
業
生
に
対
し
、
教
員
と
し
て

何
ら
か
の
形
で
励
ま
し
の
声
を

掛
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高

ま
っ
た
こ
と
と
、
復
興
に
向
け

て
歩
む
被
災
地
の
方
々
に
対
し

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
が
、
た
と
え
さ
さ
や
か
で
あ

る
に
し
て
も
、
社
会
の
付
託
を

受
け
た
大
学
人
と
し
て
の
役
目

で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

被
災
地
に
向
け
て
の
大
学
教
員

に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
は
、

各
大
学
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
学
科
単
位
で
行
う

の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

多
岐
に
わ
た
る

分
野
の

教
員
か
ら
の
提
言

「
希
望
の
芽
を
育
む
」
は
、
学

科
の
教
員
が
、
専
門
領
域
の
知

識
に
基
づ
い
て
書
い
た
震
災
に

関
連
す
る
意
見
や
提
言
、
さ
ら

に
は
被
災
地
の
方
々
へ
の
思
い

を
持
ち
寄
っ
て
作
成
し
た
叢
書

（
シ
リ
ー
ズ
）で
、
防
災
学
、
建
築

学
、
栄
養
学
、
看
護
学
、
文
学
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
な
ど

幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
て
い
ま

す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
聖
徳
大

学
の
他
学
部
、
学
科
の
教
員
も

加
わ
り
、
順
次
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

後
、
一
般
学
生
に
よ
る
被

災
者
の
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
も
ア
ッ
プ
し
て
い
く
計
画

で
す
。
被
災
さ
れ
た
学
生
・
卒
業

生
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
を
は

じ
め
多
く
の
被
災
地
の
方
々
に

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

信
を
機
に
、
人
文
学
部
女
性
キ

ャ
リ
ア
学
科
の
島
田
薫
教
授
に

作
詞
を
、
音
楽
学
部
演
奏
学
科

の
八
杉
忠
利
教
授
に
作
曲
を
委

嘱
し
た
歌
曲
「
あ
な
た
に
会
い

た
い
」
が
、
七
月
十
七
日（
日
）、

本
学
の
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
音
楽
学
部
教
員
に

よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

「
希
望
と
愛
へ
の
旅
路
―
音
楽

に
夢
を
の
せ
て
―
」（
聖
徳
大
学

Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
主

催
）に
て
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
希
望

の
芽
を
育
む
　
東
日
本
の
再
出

発
に
向
け
て
」
の
題
字
は
、
人

文
学
部
日
本
文
化
学
科
書
道
文

化
コ
ー
ス
の
吉
田
洪
崖
教
授
の

書
で
す
。

総合文化学科ホームページをぜひご覧ください。

前列左より：本郷谷市長、時計さん、勝見さん、中林さん　後列左より：野原八千代・
学長補佐、山本まり子・音楽総合学科教授、長江曜子・生涯教育文化学科教授

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
対

し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
学
園
一
同
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

六
月
十
日（
金
）に
「
聖
徳
大

学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
後
援

会
　
東
日
本
大
震
災
支
援
金
授

与
式
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
支

援
金
を
募
る
に
あ
た
り
、
星
野

伸
之
後
援
会
会
長
の
発
案
に
よ

り
、
国
内
の
た
く
さ
ん
の
方
々

が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
今

こ
そ
、「
和
」
の
精
神
を
も
っ
て

最
大
限
の
支
援
を
行
い
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
被
災
し
た
学
生
へ
の
支
援
金

を
約
一
ヶ
月
間
募
っ
た
と
こ
ろ
、

百
三
十
八
万
円
も
の
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

授
与
式
に
は
、
十
二
名
の
被

災
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
保

護
者
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
家
が

流
さ
れ
た
方
等
、
未
曾
有
の
大

震
災
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、

星
野
会
長
が
被
災
学
生
一
人
ひ

と
り
に
支
援
金
を
渡
し
ま
し
た
。

代
表
謝
辞
を
述
べ
た
梅
木
美

緒
さ
ん（
児
童
学
科

四
年
）は
、
感
極
ま
っ

て
最
初
は
言
葉
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
本
当
に
多
く
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
入
学

し
た
時
の
『
夢
や
目

標
』
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
、
今
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
精
い

っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
し

っ
か
り
と
し
た
言
葉

で
話
し
ま
し
た
。

後
援
会
は
、
学
生

が
夢
を
持
っ
て
入
学
し
た
希
望

の
火
を
消
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

六
月
十
七
日（
金
）に
、
留
学

生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部

は
、
聖
徳
大
学
一
号
館
内
に
あ

る
作
法
室
「
楽
修
軒

が
く
し
ゅ
う
け
ん

」
に
て
、
日

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
茶
道
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

茶
道
部
の
学
生

と
顧
問
の
佐
藤
七

枝
総
合
文
化
学
科

准
教
授
よ
り
、
基
本

的
な
お
辞
儀
の
仕

方
か
ら
お
茶
や
和

菓
子
の
い
た
だ
き

方
ま
で
丁
寧
に
レ

ク
チ
ャ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
本
格
的
な

環
境
の
中
で
の
日

本
文
化
体
験
は
、
留

学
生
に
と
っ
て
と

て
も
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
大
学
八
号
館
の

食
堂
「
ア
ミ
テ
ィ
エ
」
に
て
、
会

食
・
歓
談
を
行
い
ま
し
た
。
国
際

交
流
委
員
会
の
教
員
や
留
学
生

の
担
任
、
国
際
交
流
に
興
味
を

持
つ
日
本
人
の
学
生
も
加
わ
り
、

計
五
十
二
名
で
の
会
と
な
り
ま

し
た
。
始
め
の
代
表
挨
拶
で
は
、

社
会
福
祉
学
科
三
年
の
南ナ

ム

基
大

ギ

デ

さ
ん
が
、「
今
年
は
震
災
で
多
く

の
留
学
生
が
一
時
帰
国
を
し
、

大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
、
今
あ
る
時
間
を
大
切

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

歓
談
の
途
中
で
行
っ
た
チ
ー

ム
対
抗
ク
イ
ズ
で
は
、
日
本
語

能
力
試
験
の
問
題
か
ら
流
行
の

韓
流
ド
ラ
マ
の
問
題
ま
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
力
を
合

わ
せ
て
考
え
る
こ
と
で
よ
り
一

層
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
交
流
の
場
を
通

し
て
、
留
学
生
の
日
本
文
化
に

対
す
る
関
心
が
一
層
増
し
、
各

国
と
の
架
け
橋
と
し
て
聖
徳
で

の
留
学
生
活
が
実
り
多
い
も
の

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
後
援
会

東
日
本
大
震
災

学
生
支
援
金
授
与
式
を
挙
行

多
岐
に
わ
た
る
分
野
の

教
員
か
ら
の
提
言

学生代表謝辞を述べる梅木美緒さん（中央）

平
成
二
十
三
年
度

「

留
学
生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

http://soubun.seitoku.ac.jp/

被
災
地
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

短
大
部
総
合
文
化
学
科

「
希
望
の
芽
を
育
む
―
東
日
本
の
再
出
発
に
向
け
て
」

●４月４日～２８日の期間に、学友会を中心に
大学内で募った募金

●４月１６日開催のＳＯＡオープニングセレモニー・
チャリティーコンサートにて募った募金

●聖徳学園菊水会（聖徳学園同窓会連合会）からの
義援金

茶道を体験する留学生

アミティエで記念撮影する留学生、日本人学生、教員たち

４５１,２７８円

５６３,０５６円

３０,０００円

聖
徳
大
学
学
友
会
が

「

東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
を

松
戸
市
長
に
届
け
ま
し
た
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都
圏
で
は
、
三
月
十
五
日

の
福
島
原
発
の
水
素
爆

発
時
に
吹
き
出
し
た
放
射
性
物

質
が
飛
来
し
、
三
月
二
十
一
日

の
雨
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

が
落
下
し
、
地
面
が
汚
染
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
新
た
な

汚
染
は
な
い
が
、
低
い
レ
ベ
ル

と
は
い
え
、
放
射
能
汚
染
の
中

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

◆
政
府
は
、
水
や
食
品
な
ど
の

暫
定
基
準
値
を
設
け
て
、
そ
れ

以
下
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
飲
食

物
な
ら
ば
摂
取
し
続
け
て
も
健

康
被
害
は
な
い
と
い
う
。
し
か

し
、
具
体
的
な
数
値
を
用
い
て

の
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
な
か
な
か
安
心
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
上
限
値

の
も
の
の
み
を
一
年
間
飲
食
し

続
け
る
と
仮
定
し
て
計
算
し
た

と
こ
ろ
、
汚
染
飲
食
物
に
よ
る

発
ガ
ン
率
は
〇
・
〇
二
五
％
上

昇
す
る
。
一
時
間
当
た
り
〇
・
五

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う

場
所
に
二
十
四
時
間
三
百
六
十

五
日
生
活
し
続
け
る
と
仮
定
し

て
計
算
す
る
と
、
発
ガ
ン
率
は

〇
・
〇
二
二
％
上
昇
す
る
。

◆
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

高
い
放
射
線
量
の
所
で
基
準
値

ぎ
り
ぎ
り
の
飲
食
物
の
み
で
一

年
間
生
活
す
る
と
、
発
ガ
ン
率

は
〇
・
〇
四
七
％
増
加
す
る
計

算
に
な
る
。
現
実
に
、
首
都
圏

で
こ
の
よ
う
な
極
端
な
生
活
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ち

な
み
に
、
日
本
の
人
口
は
約
一

億
三
千
万
人
、
交
通
事
故
に
よ

る
年
間
死
亡
者
数
は
約
五
千
人

で
あ
り
、
負
傷
者
は
約
百
万
人

で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
約
三
十
％
は
ガ
ン
で

あ
る
。

◆
首
都
圏
に
お
い
て
は
、
政
府

や
関
係
機
関
が
適
切
に
検
査
し

て
結
果
を
公
表
す
る
な
ら
ば
、

健
康
被
害
を
む
や
み
に
恐
れ
る

必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

放
射
線
が
体
内
に
ラ
ジ
カ
ル
や

活
性
酸
素
を
生
成
し
、
そ
れ
が

遺
伝
子
な
ど
を
傷
つ
け
て
、
健

康
危
害
が
生
じ
る
。
だ
が
、
わ

れ
わ
れ
の
身
体
は
、
ラ
ジ
カ
ル
や

活
性
酸
素
を
消
去
す
る
能
力
を

備
え
て
お
り
、
食
品
に
は
消
去

す
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

◆
過
度
な
不
安
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
は
身
体
が
備
え
て
い
る
能
力

を
低
下
さ
せ
、
一
方
、
笑
う
と

免
疫
力
が
高
ま
る
と
い
う
。
放

射
線
被
ば
く
は
で
き
る
だ
け
避

け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
く
よ
く

よ
心
配
す
る
の
で
は
な
く
、
正

し
く
食
べ
て
明
る
い
生
活
を
心

掛
け
、
放
射
線
の
影
響
を
吹
き

飛
ば
そ
う
。

（
人
間
栄
養
学
部
教
授
／

専
門
分
野
は
食
品
化
学
）

放
射
能
汚
染
の
中
で
生
き
る

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら
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林
　
徹

平
成
二
十
一
年
度
に
松
戸
市

役
所
都
市
計
画
課
の
依
頼
を
受

け
て
聖
徳
大
学
児
童
学
部
の
学

生
が
作
成
し
た
「
水
と
み
ど
り

と
歴
史
の
回
廊
マ
ッ
プ
」
の
〈
矢

切
地
区
〉
が
好
評
を
博
し
、
昨
年

末
に
、
新
た
な
マ
ッ
プ
作
り
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
企
画
か

ら
半
年
を
か
け
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
た
マ
ッ
プ
と
、
作
成
に
あ

た
っ
た
学
生
の
寄
せ
書
き
を
、

五
月
二
十
日（
金
）、
印
田
美
咲

さ
ん（
児
童
学
科
二
年
）、
塚
原

瞳
さ
ん（
児
童
学
科
二
年
）が
学

生
代
表
と
し
て
、
本
郷
谷
健
次

松
戸
市
長
に
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
松
戸
市
の

歴
史
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

市
民
の
方
々
に
散
策
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
役

所
が
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

改
定
の
時
期
に
な
り
、
若
い
人

の
視
点
か
ら
マ
ッ
プ
作
り
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
担
当
者

の
方
が
神
谷
明
宏
・
児
童
学
部
准

教
授
に
相
談
し
た
こ
と
か
ら
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

今
回
は
矢
切
地
区
に
続
く
第

二
弾
で
、
窓
口
役
で
マ
ッ
プ
作

り
の
指
導
に
あ
た
る
神
谷
准
教

授
が
、
担
任
を
持
つ
児
童
学
科

児
童
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
に
声

を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
十
名
の
有

志
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は

〈
上
本
郷
地
区
〉
と
〈
小
金
北
地

区
〉
を
作
成
し
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
に
依
頼
を
受
け
て

か
ら
、
学
生
た
ち
は
休
み
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
計
画
を
練
り
、

役
割
分
担
し
、

冬
休
み
期
間

に
実
地
踏
査

を
し
ま
し
た
。

矢
切
地
区
と

比
べ
て
市
街

地
を
通
行
す

る
た
め
、
コ
ー

ス
の
設
定
が

難
し
く
、
思

い
の
ほ
か
時

間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
、

実
際
に
イ
ラ

ス
ト
を
描
き

始
め
た
の
は

春
休
み
で
し

た
。
イ
ラ
ス

ト
の
色
塗
り

も
全
員
で
の

共
同
作
業
と

な
り
、
数
日

は
朝
か
ら
晩
ま
で
授
業
よ
り
も

熱
心
に
大
学
に
通
う
こ
と
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
努
力
の

か
い
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
マ
ッ

プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度

「
卒
業
生
の
た
め
の
春
期

音
楽
療
法
研
修
会
」
を
実
施

聖
徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催
・
平
成
二
十
三
年

度
「
卒
業
生
の
た
め
の
春
期
音

楽
療
法
研
修
会
」
が
、
五
月
二
十

八
日（
土
）の
午
後
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

音
楽
学
部
音
楽
総
合
学
科
音

楽
療
法
コ
ー
ス
は
、
こ
の
三
月

に
十
一
回
目
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
約

二
百
七
十
名
の
卒
業
生
が
福
祉
、

医
療
、
教
育
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
各
卒
業
年
度
か
ら
一

人
以
上
、
計
二
十
五
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。
研
修
会
は
ま
ず
、
高

齢
者
施
設
で
音
楽
療
法
を
実
践

し
て
い
る
卒
業
生
二
名
が
事
例

研
究
を
発
表
し
、
真
剣
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

村
井
靖
児
音
楽
学
部
教
授
か
ら

日
本
音
楽
療
法
学
会
の
新
し
い

資
格
認
定
制
度
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
卒
業
生
の
近
況
報

告
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た

東
北
在
住
の
卒
業
生
か
ら
の
報

告
を
軸
に
、
音
楽
療
法
士
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
来
た
卒
業
生
も
お

り
、
閉
会
後
も
久
し
ぶ
り
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
や
教
員
と
の
再
会

に
話
が
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

首

線量計で食品の放射能を測定する筆者

「
水
と
み
ど
り
と
歴
史
の
回
廊
マ
ッ
プ
」
が
完
成

学
生
代
表
が
松
戸
市
長
に
贈
呈

マップを手に記念撮影
（左から本郷谷市長、野原八千代学長補佐、印田さん、神谷准教授、塚原さん）

九
年
間
所
長
を
務
め
ら
れ
た

山
口
博
名
誉
教
授
が
こ
の
三
月

末
で
退
職
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
私
、
林
史
典
が
後
任
を

承
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究

所
」
の
発
足
は
、
平
成
四
年
に

創
設
さ
れ
た
「
川
並
総
合
研
究

所
」
に
遡
り
ま
す
。「
川
並
総
合

研
究
所
」
は
、
平
成
七
年
に
「
聖

徳
大
学
総
合
研
究
所
」
と
改
称

さ
れ
、
平
成
十
一
年
に
は
「
聖

徳
大
学
総
合
研
究
所
」
が
「
言

語
文
化
研
究
所
」
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
歩

み
を
た
ど
る
と
、

今
年
で
二
十
周

年
、
本
学
で
は
最

も
歴
史
の
長
い
研

究
所
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

人
智
が
生
ん
だ
文
化
と
し
て

の
言
語
、
言
語
に
反
映
さ
れ
た

文
化
、
言
語
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
、
伝
え
ら
れ
る
文
化
等
々
、

「
言
語
文
化
」
の
意
味
す
る
範
囲

は
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
研

究
所
の
「
規
程
」
が
そ
の
目
的

を
「
細
分
化
さ
れ
た
専
門
学
術

の
閉
鎖
状
況
を
越
え
て
、
す
べ

て
の
学
術
文
化
に
通
底
す
る
言

語
機
構
の
再
検
討
か
ら
出
発
し
、

人
間
と
世
界
に
つ
い
て
の
総
合

的
な
学
知
を
創
建
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。（
第
二
条
）」
と

述
べ
る
よ
う
に
、「
言
語
文
化
」

を
可
能
な
限
り
広
く
捉
え
た
活

動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
研
究
機
能
も
強

化
し
な
が
ら
将
来
へ
の
道
筋
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
加
え
て
所
長
交
代
の

た
め
、
活
動
の
開
始
が
少
し
遅

れ
ま
し
た
が
、
六
月
五
日（
日
）

の
第
百
三
十
六
回
公
開
研
究
発

表
会
「『
異
界
』へ
の
い
ざ
な
い
―

ド
イ
ツ
、
日
本
、
中
国
の
文
学
・

音
楽
か
ら
―
」
を
皮
切
り
に
研
究

成
果
の
発
信
を
始
め
ま
し
た
。
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所

第
八
回

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
が
代
わ
り
ま
し
た

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所長
人文学部長 兼（日本文化学科長 兼）生涯教育文化学科長

教授林 史典聖徳大学の4研究所が連携して開催する初めての連続講座、
“研究所リレー講座”が9月１０日よりスタート！
総合テーマの【子ども】について、趣向をこらした講座を開催。
皆さまのご参加をお待ちしております。

９月１０日（土） 児童学研究所長　松浦信夫
児童虐待はなぜ増え続けるのか －歴史的に検証する－

研究所リレー講座のお知らせ

お問い合わせ：聖徳大学知財戦略課　TEL．０４７－３６５－１１１１（大代）

第１回

９月２４日（土） 生涯学習研究所長　福留 強
地域に輝く子どもたち －子ほめ条例のまちは変わるのか－

第2回

１０月８日（土） 心理教育相談所長　末永 清
子どもの問題行動とその対応 －良い子に育てるためのヒント－

第3回

１０月２２日（土）言語文化研究所長　林 史典
「おかあさん」の語源 －母親の呼称、その歴史と社会学－

第4回

卒業生の現場の話に耳を傾ける参加者たち

・時間：１３時～１４時３０分 ・定員：１５０名（申込不要・入退場自由） ・参加費：無料
・会場：聖徳大学生涯学習社会貢献センター（聖徳大学１０号館）１４階
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４期生～６期生の合同同窓会 を８月２８日（日）に、附属女子高内食堂で開催し
ます。３年前に１期生から３期生の合同同窓会を開催した時は、卒業生・お子
様・教員を含め１７０名近くが集まり大盛況でした。３年ごとに３学年集まろうと
計画しており、今回は４～６期生です。卒業してから一度も母校に足を運んだ
ことがない方はぜひ遊びに来てください。
さらに、卒業１０年を祝う会 を１１月２０日（日）に、聖徳大学１０号館で計画して

います。高校を卒業してから１０年経った節目の時に集まったらどうかと幹事
会で提案があり、企画しました。今回は１３～１５期生が対象です。こちらも友達
を誘い合わせて多くの卒業生に来ていただきたいと思っています。
また、例年行われている フラワーアレンジメント＆押し花の体験講座 を１０月

９日（日）の聖徳祭で今年も行います。そして、 第３回成人式　を平成２４年１月
９日（月・祝）に、成人式を迎える卒業生で集まって行う予定です。

子どもたちにとって最初に出会う先生は、幼稚園・保育園の先生です。「はじめて
のせんせいになろう」をキャッチフレーズに、本年度は昼間１３回、夜間６回のオープ
ンキャンパスを開催。うれしいことに参加者が年々増加しています。
昼のオープンキャンパスは、本校教員による体験授業、学生スタッフによるアトラク

ション（授業で学んだもの）、ティータイムでの学校生活Ｑ＆Ａなどを実施。アトラク
ションでは、絵本を統一テーマに、学生が授業で作成した世界に一つだけの自分の絵本、
オリジナル絵本を、回ごとに季節にあう作品を選び、紹介しています。次回８月２７日（土）
のオープンキャンパスでは、「幼児のリズムあそび」の体験授業を予定しています。
夜のオープンキャンパスは、Ⅱ部生（夜間）スタッフとの学校生活Ｑ＆Ａや、授業

見学、助手斡旋（自分で働く場所を探さなくても大丈夫）についての説明などを実施。
１７時３０分と２０時スタートの回があります。
また、オープンキャンパスと、日曜・祝日以外毎日実施している学校見学に両方

参加された方にプレゼント（マックカード）を進呈しています。
三田のセイトクで学生スタッフ、教職員がお待ちして

おります。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
の
学

生
が
二
年
次
に
参
加
す
る
「
学

外
研
修
Ⅱ（
北
海
道
研
修
）」
が
、

六
月
六
日（
月
）よ
り
二
班
に
分

か
れ
て
実
施
さ
れ
、
六
月
二
十
六

日（
日
）に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
学
生

時
代
に
各
地
の
歴
史
、
風
俗
、

生
活
等
の
見
聞
を
広
め
、
か
つ
、

社
会
人
と
し
て
不
可
欠
の
要
素

で
あ
る
規
則
あ
る
団
体
生
活
を

体
験
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
を
踏
ま
え

て
、
札
幌
、
温
根
湯
、
川
湯
、
十

勝
川
、
登
別
、
定
山
渓
と
研
修

先
を
移
動
し
、
雄
大
な
自
然
の

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
先
で
地

元
の
方
や
教
員
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル

で
は
北
海
道
の
郷
土
料
理
で
お

も
て
な
し
い
た
だ

き
、
泉
質
の
異
な
る

温
泉
に
つ
か
り
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
、
こ
の
旅

行
で
感
じ
た
感
動

や
友
情
を
育
て
、
建

学
の
精
神
に
通
じ

る
思
い
や
り
の
あ

る
女
性
へ
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

学
外
研
修
Ⅱ（
北
海
道
研
修
）を
終
え
て

層雲峡の「銀河の滝」をバックに記念撮影

平
成
二
十
四
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
す
る
聖
徳
大
学
心
理
・
福
祉

学
部
の
心
理
学
科
は
、
感
覚
・
感

情
、
学
習
・
記
憶
、
性
格
・
態
度
、

人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
科
学

的
に
研
究
し
、
心
と
行
動
の
理

解
を
一
層
深
め
、
問
題
解
決
を

支
援
し
、
た
と
え
ば
震
災
時
の

心
の
ケ
ア
を
的
確
に
行
う
取
り

組
み
な
ど
を
教
育
研
究
す
る
学

科
で
す
。
一
年
次
に
は
、
心
理

学
の
基
礎
を
学
び
つ
つ
、
自
分

の
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ
ン（
人
生
設

計
）に
沿
っ
て
、
コ
ー
ス
選
択
の

準
備
を
し
ま
す
。
二
年
次
に
は
、

三
コ
ー
ス（
臨
床
心
理
・
家
族
心

理
・
社
会
心
理
）の
中
か
ら
選
択

し
た
コ
ー
ス
に
所
属
し
、
専
門

教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
各
コ
ー
ス
の
特
徴
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

○
臨
床
心
理
コ
ー
ス心

の
問
題
に

つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
心
理

テ
ス
ト
に
よ
る

分
析
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

よ
る
支
援
、
非
行
問
題
や
虐
待

予
防
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
な
ど
を
学
び
ま
す
。
聖
徳
大

学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科

臨
床
心
理
学
専
攻
に
進
学
し
、

「
臨
床
心
理
士
」
資
格
取
得
を
目

指
す
人
の
基
礎
教
育
の
場
で
す
。

○
家
族
心
理
コ
ー
ス誕

生
、
乳
幼

児
期
、
学
童
期
、

思
春
期
、
青
年

期
か
ら
高
齢
期

ま
で
の
各
年
代
に
特
有
の
心
理

面
の
課
題
と
危
機
管
理
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。
夫
婦
、
親
子
、

き
ょ
う
だ
い
、
多
世
代
の
家
族

関
係
の
心
理
に
つ
い
て
学
び
、

家
族
発
達
と
危
機
へ
の
対
処
、

幸
福
な
家
庭
の
条
件
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
社
会
心
理
コ
ー
ス社

会
心
理
の

基
礎
お
よ
び
会

社
・
役
所
な
ど

の
職
場
や
地
域

の
交
流
に
は
必
須
の
人
間
関
係

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
さ
ら

に
地
縁
・
社
縁
を
尊
重
す
る
社

会
性
豊
か
な
職
業
人
へ
の
歩

み
、
さ
ら
に
苦
境
を
克
服
で
き

る
人
間
の
強
さ
、
回
復
力
あ
る

い
は
幸
福
感
の
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

心
理
学
科
は

三
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

心理学科長

教授 岡堂 哲雄

附属女子高等学校同窓会
「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」「爽和会」年間行事の紹介

聖徳大学幼児教育専門学校

オープンキャンパス開催中！

【今後の日程】

昼の

8月27日（土）１０：００～
１２：００

9月17日（土）１０：００～
１２：００

専門学校ホームページ

夜の

9月21日（水）２０：００～
２２：００

幼
児
教
育
専
門
学
校
の
「
第

五
十
回
保
育
表
現
研
究
発
表

会
」
が
、
七
月
九
日（
土
）、
聖
徳

大
学
体
育
館
に
お
い
て
、
聖
徳

大
学
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

と
の
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
、
川
並
弘
純
理

事
長
を
は
じ
め
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
の
多
く
の
教
員
、
保

護
者
の
方
々
が
来
場
し
、
興
奮

と
熱
気
の
な
か
、
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
専
門
学
校
は
、
学
生

自
ら
が
創
意
工
夫
し
て
作
り
上

げ
た
「
表
現
あ
そ
び
」
と
「
創
作

舞
踊
」
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
一
つ
一
つ
の
作

品
に
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た

だ
き
、
演
者
と
観
客
の
一
体
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
も
聖
徳
学
園
で
保
育

者
に
な
る
夢
に
向
か
い
、
共
に

学
ぶ
学
生
た
ち
が
同
じ
舞
台
で

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

新
し
い
一
歩
に
な
り
ま

し
た
。

会
場
に
い
る
す
べ
て

の
学
生
が
、
こ
の
保
育
表

現
研
究
発
表
会
の
長
い

歴
史
と
諸
先
輩
の
思
い

を
感
じ
、
聖
徳
教
育
の
真

髄
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
こ
の
日
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
作
品
づ
く
り

の
経
験
を
通
し
、
人
と
の

関
わ
り
の
大
切
さ
、
そ
し

て
、
成
し
遂
げ
た
達
成
感

と
充
実
感
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
学

生
生
活
の
中
で
生
か
し
、
さ
ら

に
勉
強
を
重
ね
、
幼
児
教
育
者

に
な
る
目
標
に
向
か
っ
て
突
き

進
ん
で
い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

記
念
す
べ
き
伝
統
の

「
第
五
十
回
保
育
表
現
研
究
発
表
会
」
を
実
施

表現あそび

創作舞踊

本年はリスト生誕２００年にあたります。そこで本学では、これま
で収集してきた音楽に関連する資料の中から、リストとロマン派
の作曲家１７人（シューマン、ワーグナー、ブラームス、チャイコフ
スキーなど）の自筆書簡を展示します。また、特別展示としてシュー
ベルトの自筆楽譜も合わせて展示します。

会場／ 利根山光人記念ギャラリー

会期／開催中～ 平成23年10月29日（土）まで

お問い合わせ／聖徳大学川並記念図書館　TEL.０４７（３６５）１１１１［大代］

９：００～１７：００
（休館は、毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）入場無料

オープンキャンパスの様子はホームページの「セイトク日記」で紹介しています。ぜひご覧ください。
http://www.seitoku.jp/kttcsu/blog/category/nikki/

※８月５日（金）の首都圏保育専門学校フェアにも参加します。
（会場：お茶の水東京ガーデンパレス）

特別展覧会

オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！オープンキャンパス開催中！ 夜間のオープンキャンパスも

あります！！

リスト生誕200年記念「ロマン派作曲家たちの自筆書簡」展
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六
月
四
日（
土
）、
梅
雨
の
晴

れ
間
の
素
晴
ら
し
い
天
候
の
も

と
、
第
二
十
九
回
体
育
祭
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め

て
の
春
の
開
催
と
な
り
、
準
備

も
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

今
回
、
最
も
不
安
だ
っ
た
の

は
、「
応
援
団
を
昨
年
ま
で
と
同

様
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
点
で
し
た
。
六

月
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
高

校
三
年
生
は
最
後
の
大
会
の
時

期
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、

応
援
団
を
希
望
す
る
生
徒
が
出

な
い
こ
と
、
ま
た
、
各
委
員
会

が
発
足
す
る
四
月
下
旬
ま
で
体

育
委
員
が
決
定
せ
ず
、
そ
れ
ま

で
準
備
が
全
く
進
ま
な
い
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
校
三
年
生
の
体

育
の
合
同
授
業
編
成
を
色
ご
と

に
分
け
た
り
、
新
ク
ラ
ス
の
発

表
直
後
に
体
育
委
員
を
先
に
決

定
し
、
体
育
委
員
会
の
み
開
催

を
前
倒
し
で
実
施
す
る
な
ど
工

夫
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
生

徒
・
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
育
祭

の
実
施
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
最
高
の

体
育
祭
日
和
と
な
り
、
生
徒
も

教
員
も
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆

さ
ま
も
存
分
に
体
育
祭
を
楽
し

み
ま
し
た
。

初
め
て
の
春
の
体
育
祭
を
開
催

去
る
六
月
十
八
日
、
聖
徳
大

学
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
合
同
の
「
合
唱
祭
」
が
華
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
中
学
校
と
高
等
学
校
あ
わ
せ

て
三
十
ク
ラ
ス
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
著
名
な
作
曲

家
達
の
作
品
に
生
徒
達
が
果
敢

に
挑
戦
し
、
若
く
溌
剌
と
し
た

演
奏
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
音
楽
家
と
し
て
大
き
な

喜
び
で
あ
り
ま
す
。

中
学
生
た
ち
は
、
ま
だ
経
験

が
や
や
不
足
し
て
い
な
が
ら
も

清
楚
に
精
一
杯
に
み
ん
な
で
心

を
合
わ
せ
、
音
楽
を
創
る
と
い

う
一
点
に
結
集
し
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
た
ち
が
、
豊
か

な
表
現
力
を
目
指
し
て
、「
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
」
と
い
う
も
の
の
難

し
さ
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
た

姿
に
は
心
を
う
た
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
結
果
発
表

後
の
最
優
秀
賞
ク
ラ
ス
の
披
露

演
奏
に
お
い
て
は
、
審
査
中
の

緊
張
が
と
け
、
の
び
の
び
と
し

た
本
来
の
能
力
を
発
揮
し
、
豊

か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
こ
え
て

き
た
こ
と
は
、
私
達
聴
衆
を
感

動
さ
せ
る
の
に
充
分
で
あ
り
ま

し
た
。

「
音
楽
」
は
い
つ
も
心
の
隅
々

ま
で
に
響
き
わ
た
り
、
強
く
印

象
づ
け
ら
れ
る
よ
う
高
い
技
術

を
持
っ
て
表
現
さ
れ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
「
音
楽
」

に
お
け
る
大
き
な
発
信
力
に
な

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

て
、
未
来
に
向
か
っ
て
さ
ら
に

精
進
し
、
ま
す
ま
す
す
て
き
な

「
合
唱
祭
」
と
な
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

附
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女
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学
校
・
高
等
学
校

「
合
唱
祭
」
開
催
さ
れ
る

―
若
さ
と
清
楚
な
る
美
し
さ
を

表
現
し
た
音
楽
の
祭
典
―

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、

充
実
し
た
施
設
設
備
に
囲
ま

れ
、
女
子
の
可
能
性
を
限
り
な

く
伸
ば
す
聖
徳
大
学
附
属
取

手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
は
、
受
験
生
・
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
「
女
子
教
育
」
と
「
学

力
伸
長
」
を
お
約
束
し
て
い
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
と
成
果
の

両
方
を
体
感
し
て
い
た
だ
く

イ
ベ
ン
ト
を
二
つ
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

★
『
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
』
で

は
、
実
際
に
近
い
形
で
の
模
擬

授
業
や
部
活
動
を
体
験
し
、
在

校
生
や
教
員
と
本
音
で
触
れ

あ
っ
て
、
取
手
聖
徳
女
子
中
高

の
学
校
生
活
全
般
を
確
か
め

て
い
た
だ
け
ま
す
。

★『
音
楽
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
』

で
は
、
丸
一
日
音
楽
に
浸
り
な

が
ら
、
高
校
音
楽
科
・
中
学
音

楽
コ
ー
ス
の
魅
力
を
確
か
め

て
い
た
だ
け
ま
す
。

日
程
は
下
記
の
通
り
で
す
。

な
お
、
十
月
以
降
も
受
験
生
・

保
護
者
を
対
象
と
し
た
『
入
試

対
策
説
明
会
』
等
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

迫力満点の大玉送り

取
手
聖
徳
女
子
を
体
感
で
き
る

〝
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト
〞の
ご
案
内

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

本
校
で
は
毎
年
六
月
、
長
野

県
佐
久
市
の
春
日
温
泉
に
あ
る

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
学
園

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
か
す
が
荘
」

を
宿
と
し
、
全
校
児
童
が
二
学

年
ご
と
三
班
に
分
か
れ
て
、
三

泊
四
日
の
校
外
学
習
に
参
加
し

ま
す
。
今
年
は
、
六
月
三
日（
金
）

か
ら
六
月
十
二
日（
日
）に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

校
外
学
習
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
児
童
、

親
元
を
離
れ
る
の
が
不
安
な
児

童
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
か
す
が

荘
に
着
け
ば
充
実
し
た
活
動
が

始
ま
り
、
ど
の
児
童
も
活
動
に

全
力
で
没
頭
す
る
姿
が
み
ら
れ

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

全
学
年
共
通
の
活
動
も
あ
り
ま

す
が
、
学
年
に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
組
ま
れ
、
毎
年
変
化
の
あ

る
校
外
学
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
班
の
五
年
生
は
群
馬
県
の

浅
間
山
に
行
き
、
火
山
博
物
館

と
鬼
押
出
し
園
を
見
学
し
ま
し

た
。
実
際
に
火
成
岩
を
発
見
し

た
り
、
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
、
コ
マ
ク
サ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児

童
に
と
っ
て
は
発
見
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
校
外
学
習
か
ら
戻
っ

て
き
て
か
ら
の
理
科
の
授
業
な

ど
で
は
、
自
然
の
中
で
発
見
し

た
こ
と
を
話
す
児
童
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
に
と
っ
て

学
び
が
い
の
あ
る
校
外
学
習
と

な
り
ま
し
た
。

本
校
は
、
三
月
十
一
日
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
、
防
災
に
関

す
る
考
え
を
あ
ら
た
め
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
避
難
訓
練
や
防
災

教
室
だ
け
で
な
く
、
児
童
の
安

全
確
保
の
た
め
に
全
校
児
童
に

防
災
頭
巾
を
配
付
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
児
童
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

七
月
十
一
日（
月
）に
実
施
し
た

避
難
訓
練
で
は
、
昨
年
度
ま
で

よ
り
も
緊
張
感
が
あ
り
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
む
児
童

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
に

は
東
日
本
大
震
災
を
思
い

返
し
て
避
難
を
す
る
児
童

も
い
ま
し
た
。

今
後
も
本
校
で
は
防
災

対
策
に
万
全
を
期
し
、
い

か
な
る
場
合
も
児
童
の
安

全
が
確
保
で
き
る
よ
う
全

教
職
員
の
意
識
の
向
上
と

緊
急
時
の
対
応
の
改
善
を

行
っ
て
い
き
、
児
童
の
指
導

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。 鬼押出し園を見学する児童たち

児
童
の
防
災
意
識
向
上
を
目
指
し
て

校庭へ避難する児童たち

六
月
十
七
日（
金
）に
石
岡
総

合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ

た
「
平
成
二
十
三
年
度
全
国
高

等
学
校
新
体
操
選
手
権
大
会
茨

城
県
予
選
会
」
で
、
本
校
新
体

操
部
が
団
体
で
優
勝
、
個
人
で

は
高
校
一
年
生
の
小
川
真
悠
さ

ん（
習
志
野
第
二
中
学
出
身
）が

総
合
優
勝
し
、
七
月
三
十
一
日
、

八
月
一
日
に
青
森
県
で
行
わ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

新
体
操
部
は
、
平
日
の
活
動

時
間
が
約
一
時
間
半
と
短
い
た

め
、
効
率
よ
く
練
習
を
行
う
こ

と
を
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

新
体
操
は
「
い
か
に
美
し
く
、

い
か
に
正
確
に
」
で
き
る
か
と

い
う
、
求
め
続
け
て
も
終
わ
り

が
な
い
競
技
な
だ
け
に
毎
日
が

時
間
と
の
戦
い
で
す
。
部
員
は

試
合
ま
で
の
目
標
や
計
画
を
細

か
く
立
て
、
日
々
の
練
習
内
容

も
自
ら
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
部
員

数
も
ぎ
り
ぎ
り

で
演
技
も
完
成

し
き
ら
ず
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に

は
あ
と
一
歩
届

か
ず
、
悔
し
い

シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
悔
し
さ
を
力
に
変
え
、「
今

年
こ
そ
は
絶
対
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
！
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
高
校
一
・
二

年
生
が
主
体
の
若
い
チ
ー
ム
で

戦
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
の
試

合
経
験
が
な
い
選
手
が
ほ
と
ん

ど
で
課
題
も
多
い
の
で
す
が
、

い
つ
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
力
を
出
し
切
れ

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

い
気
持
ち
で
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
種
目
で

は
、
予
選
会
で
総
合
二
位
の
選

手
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
し
た

小
川
真
悠
さ
ん
が
日
本
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
柔
軟
性
を
持
っ

て
お
り
、
全
国
の
舞
台
で
ど
こ

ま
で
上
位
に
食
い
込
め
る
か
も

見
ど
こ
ろ
で
す
。

取
手
聖
徳
女
子
高
校
「
新
体
操
部
」

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定

賞状を手に記念撮影

ホームページ（参加申込フォーム）、または電話（入試広報室直通
TEL：0297-83-3541）で、お申し込みください。

①開始時刻10：00 ②取手・守谷駅より無料送迎バス
③昼食（体験会食あり） ④在校生とのフリートーク
⑤在校生保護者との懇談 ⑥教員との個別相談

8月8日（月）・8月21日（日）
9月19日（月・祝）

中学校生徒・保護者対象 小学校児童・保護者対象

8月7日（日）・9月19日（月・祝）

8月20日（土）・9月25日（日） 8月20日（土）・9月25日（日）

参加予約方法

内容（共通）

音楽

聖徳大学音楽学部演奏学科長
附属女子中学校・高等学校音楽科長

八杉 忠利教授

会場を豊かなハーモニーが包みました

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

三
泊
四
日
の
望
月

成
長
す
る
児
童
た
校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で

校
外
学
習
で
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聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

は
、
学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

を
母
体
に
、
昭
和
四
十
六
年
に

聖
徳
学
園
短
期
大
学
附
属
第
二

幼
稚
園
と
し
て
松
戸
市
小
金
原

に
開
園
し
、
今
年
創
立
四
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日（
木
）に
は
在

園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
記
念

式
が
、
二
十
八
日（
土
）に
は
ご

来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
六
日
の
記
念
式
で
は
、

川
並
知
子
総
園
長
・
園
長
よ
り
、

創
立
者
の
川
並
香
順
先
生
・
孝

子
先
生
の
写
真
を
紹
介
し
な
が

ら
、
創
立
の
思
い
や
開
園
当
初

の
思
い
出
を
園
児
た
ち
に
分
か

り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
式
典
は
、
大
勢

の
ご
来
賓
の
方
々
、
聖
知
会（
父

母
の
会
Ｏ
Ｇ
）の
皆
さ
ま
、
親
子

二
代
の
在
園
児
と
保
護
者
の
皆

さ
ま
、
旧
職
員
の
方
々
に
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
五
千
二
百
七
十

三
名
の
園
児
た
ち
が
本
園
を
巣

立
ち
、
今
現
在
は
二
十
組
の
親

子
二
代
の
園
児
た
ち
が
在
園
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
十
四
組

の
親
子
が
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
一
人
ひ
と

り
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
大
き
な

拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

附
属
小
学
校体験

入
学
！

附
属
幼
稚
園

創
立
四
十
周
年

式
典
を
迎
え
て

附
属
第
二
幼
稚
園

い
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生
か

ら
名
前
を
呼
ば
れ
、
元
気
よ
く

返
事
を
し
、
い
よ
い
よ
国
語
や

算
数
の
勉
強
で
す
。
初
め
て
教

科
書
を
手
に
持
っ
て
音
読
を
す

る
得
意
満
面
な
園
児
の
顔
は
、

小
学
生
の
よ
う
で
し

た
。ま

た
、
体
育
館
で

は
、
天
井
も
高
く
広

い
空
間
と
、
幼
稚
園

に
は
な
い
遊
具
や
肋ろ

く

木ぼ
く

や
高
い
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
に
園
児
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

小
学
校
に
は「
食じ

き

堂ど
う

」

と
い
う
全
児
童
が
一

堂
に
会
し
、
食
事
を

す
る
大
き
な
部
屋
が

あ
り
、
小
学
校
の
お

兄
様
お
姉
様
方
と
一

緒
に
昼
食
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー

は
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、

ツ
ナ
サ
ラ
ダ
、
ブ
ラ

マ
ン
ジ
ェ
で
、「
お

い
し
い
！
も
っ
と
食

べ
た
い
！
」
と
お
替

わ
り
す
る
園
児
も
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
半
日
の
体
験
入
学
で

し
た
が
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

は
、「
早
く
、
小
学
校
に
行
き
た

い
な
！
」
と
来
年
の
春
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

六
月
八
日（
水
）、
年
長
児
が

松
戸
市
秋
山
に
あ
る
聖
徳
大
学

附
属
小
学
校
に
体
験
入
学
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
幼
稚
園

と
小
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、

園
児
た
ち
の
小
学
校
入
学
へ
の

気
持
ち
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

園
バ
ス
で
小
学
校
へ
向
か
い
、

校
舎
内
に
入
る
と
、「
小
さ
な
世

界
」
の
歌
声
と
と
も
に
、
一
年

生
の
お
兄
様
お
姉
様
方
が
園
児

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
の
「
歓
迎
の
言
葉
」

や
「
歓
迎
の
歌
」
に
、
園
児
た
ち

は
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て

い
ま
し
た
。
今
年
三
月
に
附
属

幼
稚
園
を
卒
園
し
、
一
年
生
に

な
っ
た
ば
か
り
の
児
童
の
成
長

し
た
顔
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
室
に
移
動
し
、

初
め
て
小
学
校
の
机
と
椅
子
に

座
る
と
、「
わ
ぁ
、
大
き
い
。
足

が
つ
か
な
い
」
と
話
す
園
児
も

川並知子総園長・園長によるお話

六
月
九
日（
木
）、
幼
稚
園
ホ

ー
ル
で
お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ

さ
ま
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
園
児
の
数

を
上
回
る
ほ
ど
の
お
じ
い
さ
ま
・

お
ば
あ
さ
ま
に
お
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
遠

方
に
い
て
普
段
は
あ
ま
り
会
う

こ
と
の
で
き
な
い
お
じ
い
さ
ま
・

お
ば
あ
さ
ま
が
こ
の
会
を
見
に

来
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

年
長
児
の
「
は
じ
め
の
こ
と

ば
」で
会
が
始
ま
り
、
歌
や
合
奏
、

リ
ズ
ム
遊
び
を
発
表
し
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま
は

園
児
た
ち
の
発
表
を
や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
で
見
守
り
、
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
会
に
先
立
ち
、
園
児
た

ち
に
「
お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ

ま
と
一
緒
に
し
た
い
こ
と
」
を

聞
い
て
み
る
と
、「
一
緒
に
ご
飯

を
食
べ
た
い
」「
お
出

か
け
を
し
た
い
」「
一

緒
に
ト
イ
ザ
ら
ス
に

行
っ
て
お
も
ち
ゃ
を

買
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
答
え
る
園
児

も
い
ま
し
た
。
会
が

終
わ
る
と
、
お
じ
い

さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま

と
手
を
つ
な
ぎ
、
う

れ
し
そ
う
に
帰
る
園

児
た
ち
の
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
き
っ
と
こ
の
後
、

お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
と
思

い
ま
す
。
祖
父
母
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
も

心
に
残
る
一
日
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

「
お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ

さ
ま
の
会
」を
終
え
て

附
属
第
三
幼
稚
園

おばあさまを会場のホールまで案内する園児たち

今
年
三
月
十
一
日
、
浦
安
幼

稚
園
が
所
在
す
る
浦
安
市
は
東

日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
る
と

い
う
大
災
害
に
あ
い
ま
し
た
。

浦
安
市
も
今
ま
で
想
像
し
え
な

か
っ
た
大
液
状
化
現
象
に
あ

い
、
道
路
や
家
屋
は
目
を
覆
う

ほ
ど
の
無
残
な
光
景
で
し
た
。

地
震
の
大
揺
れ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
液
状
化
現
象
の
恐
ろ
し

さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
は
地
震
の
た
め
生
活
に
困

窮
し
、
園
児
の
大
半
が
浦
安
市

か
ら
離
れ
ま
し
た
。
現
在
、
浦

安
市
は
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
全
力

で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

浦
安
幼
稚
園
で
は
五
月
十
八

日（
水
）、
園
児
を
保
護
者
に
引

き
渡
す
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
日
は
緊
急
用
非
常

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
園
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
、
訓

練
と
は
い
え
緊
迫
感
が
走
り
ま

し
た
。
周
囲
の
状
況
を
み
て
、

第
一
避
難
場
所
へ
と
移
動
を
開

始
し
、
園
庭
に
集
合
し
て
か
ら

「
押
さ
な
い
、
駆
け
な
い
、
喋
ら

な
い
、
戻
ら
な
い
」
を
守
る
こ

と
を
教
え
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
消
火
器
の
取
り
扱

い
方
を
学
ん
だ
り
、
ま
た
、
口

を
ハ
ン
カ
チ
で
ふ
さ
ぎ
、
煙
幕

を
通
り
抜
け
る
際
、
見
え
な
い

こ
と
と
息
苦
し
さ
を
体
験
し
た

り
、
さ
ら
に
、
自
分
の
子
ど
も

の
名
前
を
担
任
に
伝
え
て
引
き

取
り
、
防
災
訓
練
を
無
事
に
終

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
さ

か
の
時
に
備
え
て
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

「
防
災
訓
練
」

園
児
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し

附
属
浦
安
幼
稚
園

六
月
四
日（
土
）、
毎
年
恒
例
の

卒
園
生
の
同
窓
会
「
菊
水
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
久
し
ぶ
り
だ

ね
！
元
気
だ
っ
た
？
」
と
教
員
や

友
達
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
声

や
、「
椅
子
っ
て
こ
ん
な
に
小
さ

か
っ
た
っ
け
？
」「
こ
れ
で
よ
く

遊
ん
だ
よ
ね
」
と
幼
稚
園
時
代
を

振
り
返
る
会
話
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

受
付
後
は
ホ
ー
ル
で
幼
稚
園

園
歌
を
歌
っ
た
り
、
先
生
か
ら

の
お
話
を
聞
い
た
り
、
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
保
育
科
の
掃
守

純
一
郎
准
教
授
の
楽
し
い
人
形

劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
友
達
作
り

と
毎
日
忙
し
い
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
卒
園
生
も
、
園
児
に

戻
っ
た
か
の
よ
う
な
満
面
の
笑

み
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
年
生
は
旧
年
長
児
の
保
育

室
で
担
任
か
ら
ア
ル
バ
ム
を
受

け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
で

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
互
い

に
近
況
報
告
を
し
あ
い
ま
し

た
。
先
生
や
友
達
の
前
で
自
分

の
話
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿

に
、
卒
園
し
て
ま
だ
二
ヶ
月
で

す
が
、
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懐
か
し
い
園
庭
や
遊

具
で
遊
び
、
園
庭
中
に
に
ぎ
や

か
な
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

蛍
の
光
が
流
れ
る
と
「
も
っ
と

遊
び
た
か
っ
た
ね
」「
次
は
ま

た
い
つ
会
え
る
か
な
？
」
と
別

れ
を
惜
し
む
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。卒

園
生
一
人
ひ
と
り
の
健
康

と
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

心
か
ら
願
い
つ
つ
、
ま
た
菊
水
会

な
ど
で
元
気
な
姿
に
会
え
る
の

を
教
職
員
一
同
、
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
。

園庭へ避難する園児たち

煙のなかを通り抜ける園児たち

消防車両も出動

菊
水
会

附
属
第
二
幼
稚
園

同
窓
会

この日だけは園児に戻って元気いっぱい楽しみました

たくさんの園児と児童で埋めつくされた食堂
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三
田
幼
稚
園

今
年
の
生
活
発
表
会
は
六
月

二
十
九
日（
水
）、
品
川
区
の
施

設
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
の
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
少
児

は
四
月
の
入
園
か
ら
ま
だ
三
ヶ

月
。
寂
し
く
て
泣
い
て
い
た
り
、

う
れ
し
く
て
自
分
の
思
い
の
ま

ま
動
い
て
い
た
園
児
た
ち
が
、

た
っ
た
三
ヶ
月
の
間
に
お
話
を

聞
く
楽
し
さ
、
み
ん
な
で
踊
る

楽
し
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

「
楽
し
さ
」
を
吸
収
し
、
成
長
へ

と
結
び
付
け
て
い
く
た
く
ま
し

さ
に
感
動
し
た
一
日
で
し
た
。

全
園
児
が
、
園
歌
、
せ
っ
け
ん

さ
ん
を
歌
い
、
年
少
児
の
退
場

後
は
年
中
児
、
年
長
児
と
掛
け

合
い
で
「
ぽ
か
ぽ
か
て
く
て
く
」

を
元
気
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
年
長
児
の
サ
カ
ホ
ー
ン

「
か
え
る
の
う
た
」、
合
奏
「
ア

イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ

ー
ク
」
の
演
奏
中
、
会
場
内
は

静
ま
り
返
り
、
合
奏
が
終
わ
っ

た
後
は
、
た
く
さ
ん
の
感
動
と

称
賛
が
入
り
交
じ
っ
た
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
遊
戯
は
絵
本
か
ら
選
び
、

学
年
ご
と
の
ね
ら
い
に
合
っ
た

年
少
児
「
ぼ
く
の
く
れ
よ
ん
」、

年
中
児
「
た
ろ
う
の
お
で
か
け
」、

年
長
児
「
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
希
望
し
た

役
が
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た

か
で
気
持
ち
の
入
り
方
が
違
っ

て
い
た
園
児
た
ち
も
、
自
分
の

役
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

幹
事
の
お
母
様
、「
え
ぷ
ろ
ん

ぱ
ぱ
」
の
有
志
の
お
父
様
、
園

児
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
盛
大
の
う
ち
に
生

活
発
表
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

敬
老
の
日
に
つ
い
て
知
り
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に

感
謝
と
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を

持
て
る
よ
う
に
、
敬
老
の
日
の

集
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
園
児

た
ち
は
こ
の
日
が
近
づ
い
て
く

る
と
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
」

と
話
し
て
は
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
す
。
遠
く
に
住
ん
で
い
て
な

か
な
か
会
え
な
い
園
児
も
い
る

の
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

当
日
は
年
長
児（
松
組
）に
よ

る
「
は
じ
め
の
言
葉
」
か
ら
始

ま
り
、
歌
や
合
奏
を
行
い
ま
す
。

松
組
は
、
年
長
児
ら
し
く
大
き

な
口
を
開
け
て
怒
鳴
ら
ず
に
き

れ
い
な
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き

る
姿
を
発
表
し
ま
す
。
ど
こ
か

懐
か
し
い
音
色
の
す
る
サ
カ
ホ

ー
ン
の
演
奏
と
合
奏
を
行
い
ま

す
。年

少
児（
桜
組
）は
リ
ズ
ム
遊

び
を
、
年
中
児（
梅
組
）は
お
遊

戯
を
行
い
ま
す
が
、
園
児
は
踊

り
そ
っ
ち
の
け
で
自
分

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
を
見
つ
け
て
手
を

振
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

発
表
の
後
は
、
各
保
育

室
で
園
児
た
ち
と
の
触

れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
は
、
園
児
た
ち
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
が
た
く

さ
ん
込
め
ら
れ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
一
人
ひ
と
り

に
手
渡
し
ま
す
。
担
任
に

名
前
を
呼
ば
れ
て
返
事

を
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
る
姿
に
、
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
温

か
い
ま
な
ざ
し
と
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

優
し
い
大
人
た
ち
に
見
守
ら

れ
て
過
ご
し
て
い
る
園
児
た
ち

の
安
心
し
て
い
る
姿
が
心
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
教
員
た
ち
も

一
緒
に
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大好きなおばあちゃんとはしゃぐ園児たち

幼
稚
園
で
は
、
未
就
園
児
を

対
象
に
し
た
「
な
か
よ
し
発
表

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す（
今
年
は

七
月
八
日（
金
）に
実
施
し
ま
し

た
）。
な
か
よ
し
発
表
会
は
、
生

活
発
表
会
後
に
行
う
こ
と
も
あ

り
、
園
児
た
ち
は
自
信
に
満
ち

た
表
情
で
舞
台
に
上
が
り
、
小

さ
な
お
友
達
に
歌
や
合
奏
、
お

遊
戯
を
発
表
し
ま
す
。

朝
、
玄
関
で
は
年
長
児
が

「
挨
拶
係
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
係
」

「
案
内
係
」
を
、
一
人
ひ
と
り
が

係
と
し
て
の
責
任
を
も
っ
て
行

っ
て
い
ま
す
。
案
内
係
が
「
ホ

ー
ル
ま
で
ご
案
内
し
ま
す
」
と

言
い
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の

手
を
引
い
て
案
内
を
し
た
り
、

「
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
」
と
優
し
く

声
を
掛
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
年
長
児
の
「
は
じ

め
の
言
葉
」
で
会
が
始
ま
り
ま

す
。
年
中
・
年
長
児
が
一
緒
に
歌

を
歌
い
、
年
長
児
が
合
奏
を
発

表
し
ま
す
。
難
し
い
曲
に
挑
戦

し
て
い
る
姿
や
、
迫
力
の
あ
る

合
奏
に
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
真
剣
に
聴
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
少
児
は
、

生
活
発
表
会
で
着
た
衣
装
を
身

に
つ
け
、
舞
台
の
上
で
踊
り
ま

す
。
自
分
た
ち
よ
り
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
に
踊
り
を
見
せ
て
あ

げ
よ
う
と
張
り
切
り
ま
す
。
年

中
児
も
年
少
児
と
の
成
長
の
差

を
感
じ
る
踊
り
を
見
せ
ま
す
。

そ
の
後
は
、
年
長
児

の
リ
ー
ド
で
一
緒
に

リ
ズ
ム
遊
び
や
手
遊

び
を
し
て
遊
び
ま

す
。降

園
時
に
は
、
年

長
児
が
お
土
産
を
渡

し
た
り
、
年
中
・
年

少
児
が
テ
ラ
ス
で
お

見
送
り
を
し
ま
す
。

未
就
園
児
に
も
、
幼

稚
園
や
園
児
の
様
子

を
見
て
い
た
だ
け
る

会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

未就園児を前にちょっぴり大人になった在園児たち

優
し
い
ま
な
ざ
し
に

見
守
ら
れ
て

「
敬
老
の
日
の
集
い
」

多
摩
中
央
幼
稚
園

一
学
期
の
ま
と
め

「
生
活
発
表
会
」

三
田
幼
稚
園
は
、
七
千
四
百
三

人（
平
成
二
十
三
年
三
月
現
在
）

の
卒
園
生
を
送
り
出
し
て
い
ま

す
。
昨
年
に
続
き
、
幼
児
教
育
者

を
目
指
す
卒
園
生
が
本
園
で
の

卒
業
前
実
習
を
希
望
し（
五
月
三

十
日
〜
六
月
十
八
日
の
期
間
）、

毎
日
大
変
な
が
ら
楽
し
い
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
六
月

に
は
、
現
在
大
学
四
年
生
の
卒
園

生
が
遊
び
に
来
て
近
況
報
告
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ド
ル
を

夢
見
て
い
た
幼
い
こ
ろ
の
笑
い

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
に
根
付
く
卒
園

生
の
活
躍
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
水
野
明
彦
様（
昭
和
四
十
七

年
三
月
卒
園
）は
、
現
在
、
東
京

都
港
区
三
田
の
高
台
に
鎮
座
す

る
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
持
つ
由

緒
あ
る
御
田
八
幡
神
社
の
神
職

で
す
。
地
域
の
平
安
を
お
祈
り
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

本
園
が
あ
る
聖
徳
大
学
幼
児
教

育
専
門
学
校
三
田
校
舎
の
鞴ふ

い
ご

祭

り
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
三
月
に
は
お
嬢

様
も
卒
園
さ
れ
、
親
子
二
代
の
卒

園
生
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
な
か
よ
し
発
表
会
」

八
王
子
中
央
幼
稚
園

六
月
四
日（
土
）、
卒
園
生
が
集

ま
る
「
和
香
葉
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
百
七
十
一
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
楽
し
み
に
し
て
ま
し

た
」「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」
と
言
っ
て

集
ま
っ
て
き
た
り
、
高
学
年
に
な

る
と
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
懐

か
し
い
友
達
や
先
生
を
見
つ
け

る
と
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
が
始
ま
る
と
、
歌
を
歌
っ
た

り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン

等
、
幼
稚
園
の
こ
ろ
遊
ん
だ
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
特
に
ジ
ャ

ン
ケ
ン
列
車
や
王
様
ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
熱
く
な
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。「
懐
か
し
い

ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
幼
稚
園
時

代
を
思
い
出
し
、
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
し
た
。お
や
つ
の
時
間
に
は
、

友
達
や
先
生
と
思
い
出
話
に
盛

り
上
が
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、

近
況
報
告
を
し
て
く
れ
る
卒
園

生
も
い
ま
し
た
。

「
先
生
、
来
年
も
来
ま
す
」「
次

は
運
動
会
に
遊
び
に
来
ま
す
」
と

言
っ
て
帰
る
姿
や
、
六
年
生
が

「
中
学
生
に
な
っ
て
も
遊
び
に
来

て
い
い
で
す
か
？
」と
言
う
姿
に
、

い
つ
ま
で
も
幼
稚
園
が
大
好
き

な
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
、
教
員

一
同
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。
卒
園
生
に
と
っ
て
、
楽
し

か
っ
た
幼
稚
園
時
代
に
戻
れ
た

ひ
と
と
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

六
月
十
九
日（
土
）、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
和
香

竹
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

中
学
生
も
含
め
、
百
九
十
六
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
三
々
五
々

集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、

初
め
は
懐
か
し
い
友
達
と
顔
を

合
わ
せ
て
も
お
互
い
話
し
掛
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
緊
張
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
く
う
ち

に
緊
張
も
解
け
、
あ
っ
と
い
う
間

に
仲
良
く
な
り
、
遊
戯
室
の
中
は

み
ん
な
の
話
し
声
や
笑
い
声
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ど
の
学
年
も

一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
楽
し
ん

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
後
は
み
ん
な
で
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
。
お
菓
子
を
食
べ
た
り
お

茶
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
久
々

に
会
っ
た
友
達
と
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
友
達
だ
け
で
な
く

先
生
と
も
幼
稚
園
時
代
の
話
を

し
た
り
、小
学
校
の
話
を
し
た
り
、

時
に
は
先
生
に
く
っ
つ
い
て
甘

え
て
み
た
り
と
、

少
し
の
時
間
で
も

幼
稚
園
児
に
戻
っ

た
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

一
年
に
一
度
、

卒
園
生
が
集
ま
る

和
香
竹
会
は
、
今

年
も
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
で
楽
し
め

た
す
て
き
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

■ 御田八幡神社の歴史

・ご祭神　誉田別尊
ほんだわけのみこと

・相殿神　天児屋根命
あめのこやねのみこと

武内宿禰命
たけしうちすくねのみこと

和銅２（７０９）年牟佐志国牧岡（港区白金あたり）の
地に東国鎮護の神様として鎮祀され、延喜式内稗田神社
と伝えられた。

三田幼稚園へ来園の際はぜひご参拝ください。

【ホームページアドレス】
http://mitahachimann.net/yuisyogaki.html

な
ご
み
会

三
田
幼
稚
園

同
窓
会

園児の扮する虎は大迫力

由緒

和
香
葉

わ

か

ば

会

八
王
子
中
央
幼
稚
園

同
窓
会

大興奮の卒園生たち

ゲームでは、卒園生の笑顔がはじけました

和わ

香か

竹た

け

会

多
摩
中
央
幼
稚
園

同
窓
会
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen / toiawase /frmpub

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

11.8.1 re（23,5）

〒108-0073 東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ 第55号
発行人／川並弘純　　編集／総務課

読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声 施設の詳細等は本学園HPでご覧いただけます。http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ
学生・教職員５,４００円～

卒業生・家族・同伴者８,３００円～

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉（1泊2食付）

信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

いにしえの時代にタイムスリップ。そんな小旅行はいか
がですか。今回は国宝松本城のご紹介です。かすが荘から、
西へ車で90分のところに位置し、文禄時代に建築された五
重六階の天守閣は、現存する城の中では日本最古とされて
います。周辺の松本城公園や城下町の散策、また、今話題の
時代衣装を着用した「おもてなし隊」との記念撮影も旅の
いい記念になることでしょう。

○○○○○○○○○○○○○周辺の観光スポットのご案内
松本城（長野県松本市丸の内４－１）

大学･短期大学部

・9月4日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会
ホテルニューカリーナ（盛岡市）

・9月11日（日） 10：30 新潟地区支部総会・保護者会
ホテルニューオータニ長岡（長岡市）

・9月18日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会
郡山ビューホテルアネックス（郡山市）

・10月16日（日）10：30 甲信地区支部総会・保護者会
談露館（甲府市）

・10月23日（日）10：30 静岡県支部総会・保護者会
静岡第一ホテル（静岡市）

・10月30日（日）10：30 千葉県支部総会・保護者会
聖徳大学（松戸市）

・11月13日（日）10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会
ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）

・11月20日（日）10：30 北関東支部総会・保護者会
大宮・JA共済埼玉ビル（さいたま市）

・11月27日（日）10：30 茨城県支部総会・保護者会
ホテルCANKOH（土浦市）

・12月4日（日） 10：30 東京地区支部総会・保護者会
聖徳大学（松戸市）

平成23年度後援会支部総会・保護者会 開催日程

3月11日に発生いたしました「東日本大震災」においては、東北地方をはじめとした広い地
域で、多くの被災者が現在も困難な状況にあります。被災されましたすべての方々に対し、
心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興を学園一同お祈りいたします。
学校法人東京聖徳学園では、創立以来、聖徳太子の「和」を建学の理念として掲げてまいり
ました。国内のたくさんの方々が苦境に立たされている今こそ、「和」の精神をもって最大
限の支援を行うため、下記の通り「東日本大震災義援金」を募ることといたしました。
寄せられましたご厚志の義援金は松戸市を通して被災者へ届けさせていただきます。この
義援金の趣旨にご賛同いただけるすべての皆さまの温かいご支援、ご協力を賜りたく、心より
お願い申し上げます。
■義援金
受け入れ口座名：

『聖徳学園東日本大震災義援金
代表　学校法人東京聖徳学園　理事長　川並弘昭』

■募集期間 平成23年 8月31日まで
千葉興業銀行　松戸支店　普通預金　口座番号　1150556

■お問合せ先　学校法人東京聖徳学園　総務課　TEL. 047-365-1111（大代）
E-mail：soumug＠seitoku.ac.jp

※義援金は寄附金控除の対象となります。口座振込票の控えと、学園ホームページ掲載の
「義援金のお願い」の写しを確定申告時にご提出ください。

― ぜひご参加ください ―

北海道・東北支部
支 部 名 日 程 時 間 場 所

10月15日（土）12：00～15：00 被災地（宮城県）
卒業生による歌のつどい

甲州・中部・東海支部 &
近畿・中国・四国支部

合同開催
10月23日（日）13：30～15：30 静岡第一ホテル（静岡市）

九州・沖縄支部 11月12日（土）19：00～21：00 ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）

北 関 東 支 部 11月27日（日）14：00～16：00 ホテルCANKOH（土浦市）

※注：上記内容は予定であり、一部変更する場合がございます。
各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします。

大学・短期大学部・大学院 同窓会
「香和会」支部パーティー開催のご案内

北陸・上信越支部 &
南関東支部

合同開催
12月 4日（日）14：00～16：00 聖徳大学（松戸市）

１０月から１２月にかけて、全国
７支部で楽しい支部パーティー
を開催します。会いたかった
級友に再会するための他支部
参加も大歓迎です。どうぞお気
軽に参加してください。役員一同
お待ちしています。
このほか、１１月５日（土）の聖徳
祭（聖徳大学／松戸市）では、ハ
ッピーホームカミングを企画し
ております。 昨年の甲州・中部・東海支部 & 南関東支部合同パーティー

【お問い合わせ】 香和会事務室 Tel.047-366-5084（直通）

「東日本大震災義援金」へのご協力のお願い

■聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

10月生出願受付中

入学説明会

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

s 8月20日［土］
■聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：047-392-8111（代）

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

入試説明会

学校説明会 s9月17日［土］

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

4ページに 情報掲載！

※詳細につきましては、お問い合わせください。

中学校 高等学校 普通科 s9月24日［土］音楽科

s10月30日［日］・12月4日［日］松戸※
聖徳大学松戸キャンパス

●全国各地で進学相談会開催
「なかなかキャンパスに足を運べない」という方、ぜひ各地で開催している進学相談会にお越しください。
専門のアドバイザーが丁寧に対応いたします。

「大学の授業って？」「学科はどう選べば良いの？」「雰囲気はどう
かな？」そんな疑問や不安もオープンキャンパスですべて解決！学
生と自由に話をしたり、学びの体験もできる魅力いっぱいの「セン
パイ広場」、教員と個別に相談できる「学科コーナー」、体験授業、
進学相談、在学生によるキャンパスツアー、学食無料体験など、参加
型のイベントを多数用意しています。
また、「オープンキャンパスに行きたいけど、日程が合わない」という方には「キャンパス見学」がオススメです。
毎日実施していますので、ご都合に合わせてキャンパスを見に来ることができます。プログラムは、個別相談と
在学生によるキャンパス案内が中心。普段の聖徳を見ることができるのも魅力の一つ。ぜひご利用ください。

●夏の 開催

■首都圏

s9月4日［日］ 学校見学会（自由見学）

■聖徳大学附属幼稚園
●お問い合わせ：047-368-6135（代）

■聖徳大学附属第二幼稚園
●お問い合わせ：047-341-6598（代）

入園説明会

幼稚園見学会

入園説明会

幼稚園見学会

■聖徳大学附属第三幼稚園
●お問い合わせ：0476-26-3371（代）

■聖徳大学附属浦安幼稚園
●お問い合わせ：047-721-8181（代）

s9月15日［木］
s10月11日［火］

■聖徳学園多摩中央幼稚園
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

見学説明会s9月28日［水］
s10月17日［月］

■聖徳学園八王子中央幼稚園
●お問い合わせ：042-664-0972（代）

見学説明会s 9月27日［火］
s 10月7日［金］

■聖徳学園三田幼稚園
●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

見学説明会

入 試 関 係 行 事 の ご 案 内入 試 関 係 行 事 の ご 案 内
進路を決定する大切な時期に、ぜひSEITOKUを体験してください。

※は本学主催

s8月7日［日］ s8月20日［土］ s9月18日［日］ 聖徳大学松戸キャンパス

10：30～16：00 s11月20日［日］さいたま※
大宮・JA共済埼玉ビル

10：30～16：00

s9月1日［木］秋田
アルヴェ

■東北

15：30～18：30 s9月4日［日］盛岡※
ホテルニューカリーナ

10：30～16：00 s9月6日［火］八戸
八戸プラザアーバンホール

15：30～18：30

s9月12日［月］仙台
アエル

15：00～18：30 s9月13日［火］山形
ホテルメトロポリタン山形

15：30～18：30 s9月18日［日］郡山※
郡山ビューホテルアネックス

10：30～16：00

s9月6日［火］松本
ホテルブエナビスタ

■甲信越

15：00～18：30

s10月23日［日］静岡※
静岡第一ホテル

■東海

10：30～16：00 s 11月13日［日］那覇※
ホテル日航那覇グランドキャッスル

■沖縄

10：30～16：00

s9月7日［水］新潟
ANAクラウンプラザホテル新潟

15：00～18：30 s9月7日［水］長野
ホテルメトロポリタン長野

15：00～18：30

s8月21日［日］松戸
聖徳大学松戸キャンパス

13：00～15：30 s8月27日［土］大阪
梅田スカイビルタワーウエスト10階

12：00～17：00 s8月28日［日］名古屋
愛知県産業労働センター7階

11：00～16：00

s9月3日［土］東京
新宿エルタワー30階

12：00～17：00

s9月25日［日］松戸
聖徳大学松戸キャンパス

13：00～15：30

s9月4日［日］札幌
アスティホール4階

11：00～16：00 s9月4日［日］福岡
エルガーラホール8階

11：00～16：00

s9月11日［日］長岡※
ホテルニューオータニ長岡

10：30～16：00 s10月16日［日］甲府※
談露館

10：30～16：00

s9月7日［水］宇都宮
マロニエプラザ

■関東

14：30～18：00 s9月9日［金］高崎
エテルナ高崎

15：30～18：30 s9月13日［火］水戸
水戸プラザホテル

14：30～18：00

s11月27日［日］土浦※
ホテルCANKOH

10：30～16：00

学生スタッフがご案内します！

5ページに 情報掲載！

10：00～中学校・高等学校

10：00～

10：00～11：30
s9月25日［日］

s9月17日［土］
13：30～ 10：00～

10：00～11：30
s9月7日［水］
9：30～12：00

s 9月28日［水］
9：30～12：00

s9月9日［金］10：00～11：30 s9月8日［木］10：00～11：30
s10月13日［木］10：00～11：30 s10月15日［土］10：00～11：30

入園説明会

幼稚園見学会

入園説明会

幼稚園見学会s9月7日［水］10：00～11：30 s9月6日［火］10：00～11：30
s10月14日［金］10：00～11：30 s10月8日［土］10：00～11：30

未定


